
１　問題提起

　近年、日本の大学においては e ポートフォリ

オの導入・活用が拡大している。この背景には

学習・評価理論のパラダイム転換が大きく関係

している。要するに、伝統的なテスト（客観的

能力測定法）だけで能力を評価することは不可

能であり、継続的かつ多面的に学習者の学修を

評価することが求められるようになってきたと

いえる（森本2011）。

　e ポートフォリオとは、学習者の学習成果を

蓄積・保管するためのブリーフケースのような

ものである。ここでいう学習成果にはテストの

結果だけでなく、出席情報や LMS 上の学習履

歴データなど授業内外の学習プロセスも含まれ

る。学習に関わる学習者のさまざまなパフォー

マンスとその成果、いわば学習のエビデンスの

貯蔵庫、それが e ポートフォリオである（図１）。

1.1 　本学における e ポートフォリオに関する

現状

　現在本学には全学で統一的に運用されている

e ポートフォリオ・システムは存在しない。し

かし、e ポートフォリオを構成するに相応しい

データは各部署で独自の形式で記録され、活用

されている。つまり、必要なデータは存在して

も共有されていない状況にあるといえる。

　一般的に組織に情報システムを導入すること

は、大変な労力やコストがかかる。また仕様が
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確定し完成した後に、不具合はなくとも使い勝

手の悪さなどから利用率が上がらないことや、

むしろ業務効率を下げることもあり得る。それ

だけに安易な導入はできない。

　一般的にシステムは利用者からの要望により

絶えず改良が加えられ、バージョンアップして

いく。このことは、多かれ少なかれ様々な課題

がシステムのリリース後に浮かび上がってくる

ということを意味している。しかし、バージョ

ンアップにもコストがかかり、頻繁に更新する

ことは難しい。そのため、システムを新規に導

入する場合は他の組織での利用状況や環境を事

前調査し、それを参考にして開発することが多

い。または実績のある既製品を購入することも

コスト低減や使い勝手の悪さへのリスク軽減に

つながる。

　本稿では将来的な e ポートフォリオ・システ

ムの導入について、教員が様々な方法で独自に

行なっている出席管理の経験から得た知見に

よって考えてみたい。

1.2 　教員による既存のシステムや工夫を活用

したデータの共有

　上述のように、流通科学部では教員が独自の

工夫によって出席管理をしている。本研究ノー

トを執筆している３人は、いずれも相互に影響

されることなく独自の方法で、授業中に出席

データを収集する方法を実践している。また、

そのデータは実際に学修支援課に提出する出席

簿に使われている。

　出席データの収集方法は異なっていても、こ

れらのデータの形式を統一して、一箇所に集め

ることができれば、相互に閲覧するなど情報共

有は可能である。また、学籍番号をキーとして

紐付けすれば出席データ以外の、たとえば成績

や GPA、学生指導の記録なども併せて検索・

閲覧することが可能になり、教学 IR への応用

もできるはずである。

　本研究ノートではその可能性を示すために、

まず、それぞれの出席データ収集方式（出席の

とり方）について、説明する。

２　スマートフォンを利用した出席確認（木

下方式）

　この方式は執筆者の一人である木下が現在実

施しているスマートフォンによる出席管理シス

テムを利用したものである。出席データはス

マートフォンからインターネットを経由し、

サーバにデータファイルとして記録・保存され

る。教員が出席管理サイトにアクセスし、画面

上の時間割（図２参照）から対象科目を選択す

ることで出席状況が確認できる。後述するが、

この時、出席状況表示画面には２種類の表示形

式が用意されており、用途に合わせて閲覧する

ことができる。なお、詳細な仕様については木

下他（2015）を参照されたい。

　サーバには対象となる科目の担当者や開講曜

日時限等が記録された授業科目データ、教員の

ID とパスワード、学生の ID とパスワード、

各科目の履修者データ、出席記録データが置か

れており、出席記録データが出席簿形式に加工

されて Web 画面に表示される仕組みである。

　学生がスマートフォンによって出席確認を行

うと、日付や学籍番号等が学生一人につき１行

のデータとして時系列に記録される。つまり、

スマートフォンの画面において学生がボタンに

タッチした順番に出席が記録される。この時系

列データは教員画面から当日の出席状況表示と

して画面で確認できる（図３参照）。教員がこ

の画面を確認するのは、学生がボタンを押した

時間（秒単位）を見ることで、不正をチェック

し防止する意味がある。

　さらに出席簿形式の画面は、この時系列に記

録された出席データの日付及び学籍番号と、授

業日程データ、受講生名簿データを照合して組

み立てられ、画面に表示される（図４参照）。

すなわち、記録したデータが画面にそのまま表

示されるのではなく、画面はプログラムで作り
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出されたものである。このことは、後述するよ

うに毎回の授業で記録されるデータとして最低

限必要な項目がそろっていれば、出席確認方法

に関係なく共通の画面で出席管理ができること

を意味している。

　システムはプログラミング言語として PHP

を採用しており、Web システムとして非常に

容易に構築できる。そのため利用者である教員

からの要望を受け、年度ごとに少しずつ操作画

面の仕様が改良され、機能も追加されてきた。

図２　担当授業の時間割
図３　指定した授業日の時系列出席一覧

図４　出席簿形式表示

 （出席には緑色で１、実施前の授業と休講、欠席には赤色で０が表示

される。休講した日はすべて欠席表示になるが後日補講の出席データ

を用いて修正できる。）
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３ ハンディータイプのバーコードリーダー

による出席確認（姉川方式）

　この方式は、執筆者の一人である姉川が採用

している方式であり、大人数且つ安定性・正確

性が高い出席確認の方法として、バーコード

リーダーを用いた、オフライン処理による出席

確認である。図５は、大手通信販売会社が販売

している、バーコードリーダーであり、5,000

円以下で購入可能である。これらのバーコード

リーダーには、コンピュータ等とは接続せずに、

オフライン処理（インベントリモード）により、

学生証に印刷されているバーコード（図６参照）

を読み込み、数万件の情報を保存する事が可能

である。

　実際の演習授業で、授業補助者がバーコード

を読み取り、出席確認をおこなっているが、そ

のメリットとして、

　・操作が非常に容易である（ボタンを押すの

み）

　・複数台を利用して、大人数の出席確認を複

数人で分担可能

　 ・ ある程度（50cm程度）離れていても、 バー

コードの読み取りが可能

　・バーコードリーダーが安価であり、軽量で

取り扱い易い

等がある。しかし、単なるバーコードを読み取っ

ているだけなので、デメリットとしては、

　・時間の情報が記録されない

　 ・ バーコードの汚れ等による、読み取りエ

ラーが発生する可能性がある

　・バーコードの偽造の可能性がある

　・学生証を忘れた学生への対応（現在は、仮

学生証で対応している）

等がる。これらの問題に対しては、

　・記録を開始する際に、時間の情報を読み込

む

　 ・ QRコード等の汚れに強いバーコードを採

用する

　・紫外線に反応するインク（印刷）により、

偽造を防止する

等を検討している。

　既に、５年以上バーコードを用いて出席確認

をおこなっているが、読み取りエラー等の発生

率は、約0.5％以下である。現在、読み取りエラー

に対しては、コンピュータの利用履歴等を用い

て対処している。

　バーコードリーダーに保存された、学生証の

情報は、大学独自の形式でエンコードされてい

る（図７参照）。この情報を、USB ケーブルも

しくは、Bluetooth 接続により、Excel の特定

図５　バーコードリーダーの一例 図６ 学生用のバーコードの例
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のシートにアップロードする。Excel の別の

シートでは、図８に示す様に、学籍番号⇔バー

コードの情報の対応表が記録されている。図７

のバーコードの情報を、図８の学籍番号の対応

と比較する事により、当該学生が出席している

かどうかチェックをおこなう。

　これらの処理は、全て Excel の関数のみで実

現されている（マクロ等は使用していない）。

したがって、原則として、Excel が利用可能な

環境であれば、安価な初期投資と簡単な操作で、

出席確認を自動化可能である。これらの手法に

より、実際に出席確認をおこなった結果を、図

９に示す。自動的に図９の様な出席票が作成さ

れるため、教員の出席確認に対するコストは大

きく削減可能である。

４　スライド式磁気ストライプカードリー

ダーを利用した出席確認（坂本方式）

　この方式は執者の一人である坂本が実施して

おり、ノートパソコンと磁気ストライプカード

リーダー（以下、単にカードリーダー）を使っ

て出席確認を行うものである。この方式の最大

の特徴は、市販のカードリーダー（図10参照）

を用意するだけで教員が今ある環境で直ちに手

軽に実践できることである。カードリーダーに

特別な設定は不要でバッテリー切れや通信トラ

ブルの心配もない。また、授業補助者など特別

な人員も必要ない。Excel を起動したノートパ

ソコンと市販の磁気ストライプカードリーダー

を USB ケーブルで接続し、後は学生自身に学

生証の磁気ストライプをカードリーダーで読み

取らせるだけである（図11参照）。もし、授業

開始20分経過後の入室者を欠席扱いにしたけれ

ば、その時点でカードリーダーを USB ポート

から抜くかノートパソコンを閉じることで物理

的に対応すればよい。学生証の読み取りに失敗

するようであれば直接キーボードから学籍番号

を入力すればよい。極めてシンプルで誰でも運

用が可能である（詳細は坂本（2017）を参照さ

れたい）。

図７ デコード前の情報 図８ 学籍番号との対応表

図９ 自動的に作成された出席票
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　この方式で記録できるのは学籍番号のみであ

る。教員が個人的に出席確認を行う目的であれ

ば前段の通り十分に達成できる。しかし、最終

的に学修支援課に出席簿として提出する場合は

そうはいかない。取得した学籍番号の情報から

出席簿形式にデータの加工が必要になる。つま

り、学籍番号に加えて、氏名、読取年月日、科

目名や授業日時などと一緒に一覧表形式にする

必要がある。ここに、本方式がビジネススタン

ダードのアプリケーションソフト Excel を採用

した理由がある。

　本学には Web 成績システムがあり、担当教

員であれば Web 成績システムにログインして

当該科目の受講者名簿を CSV 形式でダウン

ロードすることができる。この受講者名簿デー

タには出席簿形式として必要な学籍番号や氏名

などの情報が含まれており、最終的に学修支援

課に提出する出席簿の形式となっている。つま

り、本方式で取得した学籍番号の情報と Web

成績システムからダウンロードした受講者名簿

データを結合すれば出席簿として学修支援課に

提出できることになる。これを実現するための

本方式の仕組みを図12に示す。

　本方式では、まず Web 成績システムから当

該科目の受講者名簿データをダウンロードす

る。ダウンロードした受講者名簿データは

CSV ファイルなので、これを Excel ファイル

に変換する。変換した受講者名簿データ（Excel）

に新しいシート（シート１）を追加し、学生証

を読み取るための専用シートとして計算式を埋

め込む。今回は、A 列を学生証から読み取っ

た学籍番号の記録用、B 列を A 列に学籍番号

を読み取った年月日の記録用（IF 関数、

TEXT 関数、TODAY 関数）、C 列を A 列に学

籍番号を読み取った時刻の記録用（IF 関数、

NOW 関数）、D 列を当該授業日時の出席を判

定するための判定コード記録用（TEXT 関数、

A 列および B 列に格納されている文字列）と

した。

　次に受講者名簿データのシート（シート２）

において各学生の出欠確認欄に出席の場合は

「〇」、欠席の場合は「欠」を表示するように計

算式を埋め込む。具体的には、C 列の学籍番号

と５行目の授業日の情報を組み合わせて文字列

を生成し、その文字列とシート１の判定コード

（D 列）を比較照合し、データがあれば出席（〇）、

なければ欠席（欠）を表示する（IF 関数、

VLOOKUP 関数）。以上の設定で、その日・そ

の時間・その授業に・どの学生が出席したかを

記録する仕組みである。なお、今回は遅刻への

対応はノートパソコンを閉じることで物理的に

対応したため C 列（時刻情報）は使用してい

ない。もし、遅刻への対応を自動化したいとい

うことであれば、判定コードに C 列の時刻情

図10　磁気ストライプカードリーダー

図11　授業での使用例（教卓）
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報を含めた上で判定コードを生成し、IF 関数

などを使って時刻情報を含めた出席判定を行え

ばよい。

　本章の冒頭でも述べたように、本方式の最大

の特徴は市販のカードリーダーを用意するだけ

で教員が今ある環境で直ちに手軽に実践できる

ことであるが、普段使いの Excel でしかも簡単

な計算式を使うだけで出席確認の自動化が実現

できる点も非常に魅力的だと考える。発想や実

行処理の組み立て次第では出席確認システムの

可能性も広がるため、各教員の今後の応用に期

待したい。

　またこの先、簡易的にでも学内システムの統

合や e ポートフォリオ・システムなどが運用さ

れることも考えられる。その場合でも、教員側

は学籍番号と読取日時の情報のみを上述したよ

うな CSV 形式などのファイルで蓄積しておけ

ばよい。むしろ、教員それぞれが蓄積したデー

タを集約するために e ポートフォリオ・システ

ム側の設計や仕様を考える必要がある（例えば、

CSV 形式の出席簿データを定期的に e ポート

フォリオ・システムにアップロードすれば、シ

ステムが学生情報や時間割、開講科目情報など

と紐づけて Web ページ上で出欠情報を一覧表

示してくれるなど）。

５ 現在の学内情報システム環境で可能な全

学的な出席管理システムの可能性と提案

5.1　学生の作業から見た３方式の比較

　ここで、３つの出席確認方法を教室での学生

の作業という観点から整理する。スマートフォ

ン方式（木下方式）は、学生がそれぞれ自分の

スマートフォンを教員が指示するタイミングで

操作して出席確認を行なう。学生が最終画面の

図12　学生証から取得した学籍番号情報と受講者名簿データの結合（出欠処理）
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ボタンをタッチしたタイミングでサーバに出席

データが記録される。

　ハンディータイプ・バーコード方式（姉川方

式）は、教員がハンディータイプのバーコード

リーダーを学生に手渡しし、学生は各自の学生

証を読み取るという作業を行なう。大人数講義

の場合は複数のバーコードが教室内で使用され

る。バーコード情報はバーコードリーダーに記

録されているため、それを回収して授業後に教

員のパソコンに収集する。

　スライド式磁気ストライプカードリーダー方

式（坂本方式）は、教室に入ってきた学生が教

卓に置かれたカードリーダーに学生証を通すこ

とで、読み込まれた磁気データが直接繋がった

パソコンに出席データとして記録される。

　どの方式も授業時間内に僅かな時間で出席確

認が行えるか、教室に入ったタイミングで出席

確認が行えるという点では学生の作業には時間

的負担がないという点で共通している。もちろ

ん、どの方法にも一長一短があり、あえて短所

を挙げれば、次のようなことがいえるだろう。

携帯電話やスマートフォン等を利用した出席確

認は、学生のスマートフォン普及率がほぼ

100％である事を考慮すると、非常に便利且つ

合理的である。しかし、電子機器を利用するた

め、バッテリー切れや通信異常等のトラブルが、

発生する可能性もある。また、バーコードリー

ダーでは、学生証が使い古されてくること、汚

れや擦れにより光学的に読み取りにくくなるこ

ともある。さらに、学生証の磁気情報を読み込

む方法でも、学生証の保管状況によっては磁気

情報が破壊・欠落するなどのトラブルが発生す

ることもある。

5.2　記録データと出席簿への加工

　スマートフォン利用の出席管理システムは

サーバに、バーコードと磁気ストライプ利用の

２方式ではパソコンに、それぞれ出席データが

記録されている点は共通であり、また３方式と

も最終的な出席簿として表示するために必要な

データ項目は同じである。すなわち、科目名、

学籍番号、氏名、授業日時である。このように、

仕組みが異なっても、最終的に記録される出席

データは出席簿作成という共通した目的である

ため、この点においては必要なデータ項目は同

じであることは当然である。

　現在、全学で統一された出席管理システムが

存在しないが、データ項目等の共通フォーマッ

トが確定されていれば、それぞれ別のシステム

で記録された出席データを統一のシステムに

アップロードすることで全学統一の出席管理シ

ステムとして機能させることが可能といえる。

　これは単に統一のシステムを作れば、すべて

の問題が解決するということを述べているので

はない。教員にはそれぞれの授業に適した出席

管理方法があり、どの方法が優れているとはい

えない。少人数の場合は口頭による出席確認、

出席カードや小テストなどを活用した出席確認

と管理も教育的に有効であると考えられる。言

い換えれば、統一されたシステムやそれにとも

なう規則に合わせて授業を行なわなければなら

なくなることは、逆説的に教育の効果を下げる

結果になりかねないともいえよう。それぞれの

授業に適した出席管理を継続しつつ、しかし、

e ポートフォリオに代表される情報共有を目指

すことが必要ではないかと提案したい。
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